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 「湘南泉病院って、どんな病院？」

１．はじめに

　ここ数年、湘南泉病院は横浜市西部地区で地域に

根差した急性期病院として、診断・診療レベルの向

上に邁進してきたと言って過言ではないでしょう。

その結果、診療科も充実し医師会を中心に地元にお

ける存在感も向上しました。また、外来患者数およ

び入院患者数ともに徐々に増加してきました。しか

しながら、収益は予想したほど伸びていないという

のが今季の現状なのです。どうしてだろうとリサー

チし、平成28年度からの厚労省の目立たない、巧み

な診療報酬改訂が原因とわかりました。今回は紙面

をいただいて「湘南泉病院ってどんな病院？」のタ

イトルとしました。湘南泉病院を紹介し、収益向上

にはどのような努力が必要かの情報を職員の皆様と

共有したいと思います。

２．湘南泉病院はどんな病院－基本情報

　湘南泉病院はDPCIII群に属する急性期病院です。

I群、II群は大学病院、特定機能病院クラスですか

ら、湘南泉病院は一般急性期病院ということです。

全国で約1500病院が認定されています。DPCIIIの対

象病院となるにはいくつかのハードルがあります。

看護職員実質配備10:1以上、平均在院日数21日以

　内を維持、既定の看護重症度を維持するなど。

２次救急医療機関で病院輪番制への参加施設が望

　ましい。

３．湘南泉病院はどんな病院－DPCとは？

　DPCはDiagnosis Procedure Combinationの略です

が、日本語では包括医療費支払い制度といいます。

入院患者において、治療した病気のなかで最も経費

がかかった病気を主病名とします。厚労省は疾患別

に、一日あたりの経費を設定しておいて、病院に支

払うシステムです。以前は、出来高算定で、病院の

支出を詳しく吟味して、審査にパスした経費を支払

う方式でしたが、医療費高騰を防ぐために米国の制

度を参考に独自のシステムとして導入されたわけで

す。疾患別に、あらかじめ支払額はわかっているの

で、支払額の高い疾患(外科手術、観血的治療など)

を多くすること、治療にかかる経費を可及的に減ら

すことが収益上の作戦となります。また、支払額は

病気ごとに、入院期間がDPC1/DPC2/DPC3と３期間に

分類されており、入院期間が長くなるほど支払額が

少なくなります。ここが、旅館とは違う点で、入院

が長期になるほど、病院の収益は減るように工夫さ

れています。さて、厚労省は、急性期に特化した看

護職員実質配備7:1の病床数を削減するために、昨

年４月よりDPC係数の調整と看護重症度の厳格化を

実施しました。さらにDPC3期間の延長化を行いまし

た。これが多くのDPC対象病院の収益をダウンさせ

ており、10:1の湘南泉病院もその影響を強く受けた

わけです。

４．DPC対象病院として湘南泉病院がすべきこと

在院日数のさらなる短縮化の取り組み

個々の患者治療における医療資源投入状況の検証

地域在宅患者および救急搬送患者の受け入れ促進

収益性の高い外科手術や内視鏡治療を積極的に行

　う

目新しいことではありませんが、体で覚えていただ

きたいと思います。

　最後に、来年２月、病院機能評価の審査を受けま

す。今までと一味違い、多職種協働の医療チームで

患者について審査員交えてのディスカッションがメ

インとなります。４月より本格的に準備にはいりま

すので職員の皆様のご協力をよろしくお願いいたし

ます。
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平成２９年１月２１日（土）９時～１７時、鵬友会各施設の看護科長が参集し、

鵬友会合同看護科長等研修が行われました。

まず初めに池島常務理事の講話の中で、【鵬友会の看護科長に期待すること】と

題して、看護科長に求められている役割について具体的な例を挙げながら述べ、後

半には【鵬友会の現状】について、法人全体の情勢や各施設の状況について説明し

ました。

続く、湘南泉病院 三澤看護部長より、【創造的看護管理を進めるために】をテー

マに、①看護管理者に求められる能力②中間管理者の認識する役割③看護管理者が

自分を知るためのエゴグラム④人は、なぜ辞めるのか？⑤カウンセリング、コーチ

ングスキルでコミュニケーション向上を図る⑥組織とスタッフの活力を高めるため

には・・・について述べ、最後に『優れた上司は優れた部下をつくる、同時に優れ

た上司は優れた部下によってつくられる』という言葉で締めくくりました。
後半のグループワークでは、【人材育成の観点から自己のマネージマント力を振

り返る。（自己分析を含む）】をテーマにディスカッションし、学びを深めました。

平成２８年度

看護科長等合同研修を開催しました。 H29.1/21（土）湘南泉病院会議室

鵬友会 研修レポート

ほうゆう保育園

平成29年2月3日（金）保育園で節分の豆まきを

行いました。突然現れた鬼に、果敢に豆をまく子

もいれば、恐怖で泣き喚く子も...。反応は様々で

すが、１年間園で過ごした子どもたちの確かな成

長を見ることができました。

ほうゆう保育園

邪を払い、福を呼び込んだ節分の豆まき。
今年も【ほうゆう保育園】のみんなに、いいこと
がいっぱいありますように。

平成29年2月4日（土）保育園で生活発表会を

行いました。子どもたちの可愛い姿や、ちょっ

ぴり緊張した姿、役になりきる姿など、たくさ

んの表情を見せてくれました。

生活発表会！

池島常務理事

三澤看護部長

全体風景 【グループワーク】 【グループワーク】


